
 

 

 

 

 

 

 

１月３０日（火）、長井高等学校、米沢工業高等学校、米沢中央高等学

校、九里学園高等学校の先生をお招きし、シェルターなんようホールで２

学年親子進路学習会を開催しました。それぞれの学校の特色や

校風を教えていただき、進路意識を高めることができました。

生徒の感想を紹介します。 

・今回の話を聞くまでは、高校はどういうところなのか詳しく

わからなかったので、いい経験になりました。特に私立高校

は公立高校と授業料がほぼ同じだというところが印象に残っ

ています。その話を聞いてびっくりしたし、視野が広がりま

した。 

・どの高校も文化祭や体育祭などの行事がとても楽しそうで、高校に通うことが楽しみになりまし

た。しっかりとした高校生になるために今できることを頑張りたいです。 

・高校は勉強、部活だけではなく、これからの夢や目標に向かって頑張れるところだと知ることがで

きました。映像で見た体育祭や学園祭がとても楽しそうでした。私はまだ将来の夢は決まっていま

せんが、目標をもって頑張っていきたいです。 

・今回話を聞いて、受験をしたいと思う高校の幅が広がりました。これからは今の自分に何ができる

のかを考えたうえで、普段の生活や勉強を頑張り、進路を実現したいです。 

・自分に合った高校を選んで、充実した生活を送れるようにしっかりと考えたいと思いました。そし

て、生活の中で何かを発見したり、探究したりして成長できるようにしていきたいです。 

・高校は楽しく、自分の将来を決める大切な場所だと気づきました。それぞれの先生方から大事なこ

とを教わり、特に『自分の強みを見つける』ということが印象に残りました。 

・高校を選ぶとき、ただ思いついたところに行くのではなく、その高校で学び得られることは何なの

かをしっかり調べて自分の将来や目指したいものにあった高校を見つけて一つのことを全力ででき

るように頑張っていきたいです。 

準備をしていただいた２学年 PTA役員の皆様、ありがとうございました。 

２月３日（土）、１年生がＰＴＡ行事を行いました。保護者の皆様に、

仕事の内容や、やり甲斐、仕事に就くまでの課程や資格などについてお話

をしていただきました。

そして、後半は進路説明

会を行い、学年主任が高

校入試について説明しま

した。生徒からは、「学

校などで身につけている
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会話やコミュニケーション等の力が大切だと思いました。」「ありがとうなどの言葉が頑張れる力に

なることが分かった。」「職業に就くには、資格や免許が必要な職種があることが分かりました。」

「これから先、自分のやりたいことだけではなく、どんなことにも頑張って取り組みたいです。」

「自分の夢に向かって、勉強することが大切だとわかりました。」等の感想がありました。 

生徒は医療・公務員・接客・自動車・自営業・機械部品・製造の職種から、希望する３つの職種の

話を聞くことで将来の自分の姿を考えることができ、とても有意義な時間を過ごすことができまし

た。ご協力いただきました保護者の皆様ありがとうございました。 

１月３１日（水）、１学年能登地震募金

活動実行委員会が集めた義援金を、実行委

員長と副実行委員長が山形新聞南陽支社に届けました。１学年

能登地震募金活動実行委員会の自主的な活動で１２万円に及ぶ

善意が寄せられました。記者の方から「思いはあっても、なか

なか行動に移すことは難しい。今回このように行動に移せたこ

とは大変素晴らしいと思います。」とお褒めの言葉をいただき

ました。ご協力いただきました皆様ありがとうございました。 

卒業式に向けて、１・２年生の活動

がはじまりました。２月９日（金）、

合同集会を開き、スローガンを発表しました。活動のスローガ

ンは『心
しん

歩
ぽ

』です。このスローガンには「心を一つにし、安心

して卒業して欲しい」「次のステージに一歩踏み出せるように

したいから」という願いが込められています。３年生の門出に

ふさわしい卒業式となるよう、合唱・応援・装飾の取り組みを

行います。 

 １月２９日（月）、日本赤十字社より指

導員の岩瀬様をお招きし、救急法につい

て教職員研修を行いました。訓練人形を使用し、心肺蘇生法と

ＡＥＤの使用法を学びました。１分１秒を争うため、一刻も早

く心肺蘇生を開始することやＡＥＤを使う意味などを丁寧に教

えていただきました。万が一に備え、準備をしておくことの大

切さを改めて感じました。 

１月２５日（木）、第 37回須藤克三賞の表彰式が

市役所で行われました。 

受賞者は以下の通りです。 

読書感想文 最優秀賞 宮野 脩吾 「全ての繋がりを大切に」 

 優 秀 賞 大沼 幸愛「紗矢が私に教えてくれたこと」 

創作童話 優 秀 賞 飯田 日翔「タロの物語」 

作 文 優 秀 賞 石崎 奏音「沖縄戦を学んで」 

 詩   優 秀 賞 遠藤 瑠偉「夢抱く紙飛行機」 

最優秀賞を受賞した宮野君が表彰式に出席し、市長より表彰していただき

ました。 

須藤克三賞 

募金活動 

職員研修 

卒業式にむけて 


